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　日
本
一
の
梅
の
里
み
な
べ
町
は
、
江
戸
時
代

か
ら
4
0
0
年
続
く
梅
シ
ス
テ
ム
が
評
価
さ

れ
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
然
と
の
つ
な
が
り
と
先
人
の
方
々
が

守
っ
て
き
た
梅
産
業
を
中
心
に
、
み
な
べ
町

の
歴
史
が
今
に
続
い
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
都
市
に
あ
る

も
の
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
み
な
べ
町
に
あ

る
も
の
を
大
切
に
、
個
性
を
伸
ば
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
は
時
に
脅

威
と
な
り
、
人
の
つ
な
が
り
は
時
に
障
壁
と

な
り
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
こ
そ
人

が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
本
質
的
な
豊
か
さ

が
あ
る
と
信
じ
、「
人
が
減
っ
て
も
笑
顔
が
増

え
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
み
な
べ
町
の
魅
力

を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

み
な
べ
の

か
た
ち

自
然
、
ま
ち
、ひ
と
を
つ
な
ぐ

豊
か
な
自
然
や
歴
史
深
い
伝
統
、

活
気
あ
る
産
業
、潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
な
ど

魅
力
あ
る「
か
た
ち
」が
あ
ふ
れ
る
み
な
べ
。

こ
の
様
々
な「
か
た
ち
」が
、

今
、そ
し
て
未
来
の
み
な
べ
の
か
た
ち
を

つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
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みなべの
誇り日

本
一
の
梅
の
里
み
な
べ

地
域
で
守
ら
れ
て
き
た
み
な
べ
の
誇
り
は
、

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
べ
の
誇
り世界に誇る

みなべの
農業システム

　「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
」で
は
、
年
間

約
５
万
ト
ン（
令
和
４
年
・
２
０
２
２
年
）

の
梅
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
内

の
５
割
以
上
を
占
め
る「
日
本
一
の
梅
の

生
産
地
」で
す
。

　
4
0
0
年
前
か
ら
こ
の
地
域
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
、「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅

シ
ス
テ
ム
」が
平
成
27
年（
2
0
1
5

年
）12
月
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

み
な
べ・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
と
は
？

　
梅
を
中
心
と
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
薪
炭
林
、
梅
林
、
水
田
な
ど
に
よ
っ

て
構
成
。
薪
炭
林
を
残
し
、
斜
面
に
梅

林
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
水
源
涵
養
や

崩
落
を
防
ぐ
機
能
を
持
た
せ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
ミ
ツ
バ
チ
と
の
共
存

に
よ
っ
て
受
粉
活
動
を
行
い
、
高
品
質

な
梅
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
組
み
が
、
里
山
・
里
地
の
保

全
や
生
物
多
様
性
の
維
持
に
つ
な
が

り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅林
山の中腹にある梅林は、薪炭林
が地面に蓄えた養分を使って生
育し、ミツバチにとって貴重な蜜
の供給源となっています。

薪炭林
ウバメガシなどで構成された山
頂付近の森林。次に育つ樹木を
育てながら森林の更新を図る「択
伐」によって、山を守っています。

世界に誇る、みなべの農業システムを広く周知するた
めに「みなべ・田辺の梅システム」特設サイトを開設。
認定の経緯や仕組みなど、詳細を紹介
しています。その他、後継者育成を目的
とした、地域の子どもたちのための教材
も作成しています。

「みなべ・田辺の梅システム」を
もっと詳しくご紹介！

国際連合食糧農業機関が認定する、伝統的な農
林水産業や密接に関連する文化、生物多様性な
どを一体的に保全・継承していくための制度。国
内では17地域が認定されています。

世界農業遺産（GIAHS）とは？

ウバメガシは山崩れを防ぎ、地面
に栄養を与えます。そのため、み
なべ・田辺地域では「薪炭林を残
すために、山全体を梅林にしな
い」という習慣が守られています。

ウバメガシの役目

南高梅など、地域で栽培される多く
の梅は自家受粉できないため、近く
に植えた他種の梅で受粉します。
人の手では困難なこの受粉作業に
ミツバチを活用しています。

ミツバチの役目

斜面にネットを張って集める独自
の方法によって、傷がなく美しい
梅が収穫されています。また、ほ
とんどの梅生産者が一次加工ま
で行っています。

収穫と加工の工夫

水田など
薪炭林から梅林を通り水田に至
る水の流れによって、多様な動植
物の生態系維持と農作物の栽培
につながっています。
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賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ミ
ツ
バ
チ
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、

以
前
の
状
態
ま
で
は
戻
っ
て
い
ま

せ
ん
。
令
和
７
年（
2
0
2
5
年
）

３
月
に
梅
郷
ク
ラ
ブ
を
卒
業
し

ま
し
た
が
、
取
り
組
み
は
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ

減
少
は
み
な
べ
町
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
全
体
の
問
題
で
す
。
自
分
た
ち
の
取

り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、「
梅
の
友
ミ

ツ
バ
チ
保
存
会
」の
み
な
さ
ん
と
協
力

し
て
ミ
ツ
バ
チ
と
梅
の
保
全
を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

みなべの
誇り

み
な
べ
町
が
取
り
組
む

梅
シ
ス
テ
ム
の
活
用

梅システムの
未来を

若者たちが
担う

　
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
守
る
活
動
は
、

若
手
農
家
で
構
成
さ
れ
た
み
な
べ
梅
郷

ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
活
動
の

き
っ
か
け
は
、
平
成
30
年（
2
0
1
8

年
）頃
に
、
み
な
べ
町
で
ニ
ホ
ン
ミ
ツ

バ
チ
が
急
激
に
減
少
し
た
こ
と
で
す
。

　
ミ
ツ
バ
チ
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
は

巣
箱
周
辺
の
清
掃
や
強
い
群
を
つ
く

る
こ
と
な
ど
、
人
の
手
に
よ
る
管
理

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

令
和
２
年（
2
0
2
0
年
）

に
30
箱
の
巣
箱
を
み
な
べ
町
内
に
設
置
。

視
察
な
ど
を
通
し
て
、
設
置
か
ら
３
年

目
に
ミ
ツ
バ
チ
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
梅
と
ミ
ツ
バ
チ
は
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
ミ
ツ
バ
チ
を
守
る
こ
と
が
梅

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ミ
ツ
バ
チ
を
守
り
、
梅
を
保
全
す
る

活
動
は
、
巣
箱
づ
く
り
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
梅
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し

て
、
ミ
ツ
バ
チ
の
エ
サ
や
す
み
か
と
な

る
蜜
源
樹（
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
）を
植
え

て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
４
H
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
で

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

前
年
の
大
会
で
も
梅
郷
ク
ラ
ブ
の
別
の

方
が
受
賞
し
て
い
て
、
２
年
連
続
で
受

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
守
り

梅
を
守
る

全
国
に
広
げ
た
い

梅
保
全
の
取
り
組
み

ニホンミツバチの巣箱を町内に設置

ミツバチのエサとなる蜜源樹の植樹

保全活動を伝える巣箱づくり体験教室

第61回
全国青年農業者会議
地域活動部門で
農林水産大臣賞を

受賞！

元みなべ梅郷クラブ プロジェ
クトリーダー。令和７年（2025
年）３月に卒業しましたが、現在
も梅農家として、みなべ町の梅
づくりを支えています。

中井 貴章さん
梅農家

み
な
べ
梅
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

国
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た「
自
治
体
S
D
G
s
モ
デ

ル
事
業
」と
し
て
、
町
民
や
町
外
応
援
団
な
ど
と
連

携
し
て
S
D
G
s
を
推
進
。
町
民
の
郷
土
愛
醸
成
を

大
き
な
目
標
に
、「
み
な

べ
S
D
G
s
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
形
成
」「『
み
な

べ
梅
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
』地
域
共
創
プ
ロ
グ
ラ

ム
」「
バ
イ
オ
炭
定
量
化

事
業
」の
３
つ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

町内の中高生や大人、町外の大学などと協
働し、地域の課題解決を探求・共創する場づ
くりに取り組んでいます。

地域共創プログラム

自
治
体
S
D
G
s
モ
デ
ル
事
業
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恵み
　
み
な
べ
町
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
森
林
面
積
は
7
6
0
0
ha
で

町
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
森
林

に
は
、
水
を
蓄
え
育
む
働
き
や
国
土

保
全
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ

り
、
ま
ち
や
人
、
生
き
物
を
守
る
存

在
。
そ
の
た
め
み
な
べ
町
で
は
、
手
入

れ
が
行
き
届
か
な
い
私
有
林
の
管
理

を
町
が
担
う「
森
林
経
営
管
理
制
度
」

に
取
り
組
み
、
森
林
保
全
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
み

な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
薪
炭
林
を
保
全
す
る

取
り
組
み
も
実
施
し
て
お
り
、
紀
州
備

長
炭
の
原
木
と
な
る
広
葉
樹（
ウ
バ
メ

ガ
シ
な
ど
）の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
北
部
の
高
城
・
清
川
地
域
に
は

山
間
の
集
落
が
あ
り
、
棚
田
や
た
め

池
な
ど
の
良
好
な
里
山
風
景
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
里
山
は
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
、
恵
み
を
も
た
ら
す
環
境

と
し
て
、
み
な
べ
町
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

恵
み
を
生
み
出
す

豊
か
な
里
山

潤いを生む
恵みの源

自然と共存するみなべ町には、
薪炭林や集落が見られる
豊かな里山風景が広がっています。
恵みの源ともいえる山々が
みなべを潤しています。

南部川の上流部である高城・清川地域では、周りを囲む
山々や段々に重なる棚田などが見られます。炭焼き文化
と共に残る、昔ながらの里山の風景が広がっています。

高城・清川地域の集落風景

薪や炭の原材料となる木材を
生産するための森林。ウバメガ
シをはじめ、カシやクヌギ、コナ
ラなど様 な々樹木で構成されて
います。

ウバメガシの薪炭林

桜の名所として有名で、春には約500本のソメイヨシノ
が咲き誇ります。その開花に合わせて、地元有志が協力
してこいのぼりを揚げています。

島ノ瀬ダム

環境省「重要里地里山」に
選定
様々な樹木で構成される薪炭林やミツバチと
の共生、多様な生物が見られる水辺環境など、
みなべ町の良好な里山環境が「生物多様性保
全上重要な里地里山」に選定されています。
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　み
な
べ
町
は
太
平
洋
に
面
し
て
お
り
、

千
里
の
浜
や
岩
代
の
浜
を
は
じ
め
と
し

た
美
し
い
砂
浜
海
岸
が
続
い
て
い
ま

す
。一
面
に
広
が
る
海
は
、
黒
潮
の
恩
恵

を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
熱
帯
・
温
帯

地
域
両
方
の
生
き
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
独
自
の
環
境
が
特
徴
。
釣
り
や
磯

遊
び
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
で
多
く
の
人

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　み
な
べ
町
の
砂
浜
は
、
日
本
有
数
の

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と
し
て
も
有

名
で
、
例
年
上
陸
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
係
団
体
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

産
卵
の
観
察
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
町
内
に
は
縦
に
貫
く
よ
う
に

南
部
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
周
辺
に

も
良
好
な
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
、
春

に
な
り
水
温
が
上
が
る
と
、
下
流
域
で

は
鮎
の
遡
上
が
見
ら
れ
ま
す
。

　里
山
か
ら
流
れ
、
海
へ
と
広
が
る
み

な
べ
町
の
水
辺
環
境
は
、
多
様
な
生
き

物
が
暮
ら
す
自
然
を
保
ち
な
が
ら
、

人
々
が
生
活
す
る
ま
ち
に
も
潤
い
を
与

え
て
い
ま
す
。

里
山
か
ら
あ
ふ
れ
る
潤
い
は
、南
部
川
の
清
流
に
の
っ
て
海
へ
。

ま
ち
を
流
れ
、大
き
く
広
が
っ
て
い
く
自
然
の
恵
み
が

み
な
べ
全
体
に
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

流
れ
、

広
が
る
潤
い

自
然
と
ま
ち
を
潤
す

恵
み
の
流
れ

恵み

みなべ町は全国有数のアカウミガメの産卵地で、
特に千里の浜は本州最大規模を誇ります。周辺
の岩代の浜などでも上陸が確認されており、ボラ
ンティアによって調査・保全に取り組んでいます。

本州最大規模
アカウミガメの産卵地

吉野熊野国立公園に
指定された良好な海岸環境

太平洋に面した長さ1.3kmの美
しい砂浜。熊野古道紀伊路の中
では唯一海辺を歩くコースです。

千里の浜

南部川

岩代の浜

「吉野熊野国立公園」に指定されたみなべ町
の沿岸部は、砂浜や海食崖などが連なり、藻
場や小型サンゴ群集などが見られます。この
豊かな海岸環境は、ボランティアの清掃活動
によって守られています。
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平
成
16
年（
2
0
0
4
年
）７
月
７

日
、
和
歌
山
県
、
奈
良
県
、
三
重
県
に

ま
た
が
る「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

紀
伊
山
地
の
自
然
と
人
々
の
信
仰
心
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
文
化
的
景
観
が
評

価
さ
れ
た
世
界
遺
産
で
す
。

　
町
内
を
通
る
熊
野
古
道
は
登
録
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
古
代
の
人
々
が
歩
い

た
歴
史
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。

雄
大
な
自
然
と

人
々
の
祈
り
が
宿
る
道

歩み

名所を辿るマップで
熊野古道を歩こう
みなべ町内には熊野古道が通っており、３
つの王子社をはじめとした歴史的な名所が
あります。マップには熊野
古道周辺にある名所の紹
介や詳細なルートが掲載
されています。みなべ町
の歴史を味わいながら歩
いてみてください。

熊野九十九社の中でも古くて有名な王子社。
現在の社殿は、江戸時代に再建されたもの
で、王子社の中では古い建物といえます。

熊野九十九社の一社として栄えた王子で、古
代から中世にかけて歴代上皇や貴族、近世で
は紀伊藩主や田辺領主などが参詣しました。

建仁元年（1201年）に後鳥羽上皇が多くの品々
を奉納するほどの大社で、地下には弥生中期
の遺跡があり、様 な々遺物が出土しています。

有間皇子が謀反の罪で護送される途中、松の枝
を結び歌を詠みました。若くしてこの世を去った
皇子をしのんで、松と石碑が立てられています。

有間皇子結び松記念碑

みなべの沖合に浮かぶ「鹿島」に鎮座する鹿島大明神は、奈良時
代以前に常陸国の鹿島神宮から勧請したと伝えられており、明治
42年（1909年）に対岸の現在地に合祀されました。

鹿島神社

樹齢およそ300年の大樹で、町内唯一の銀杏の木
です。昭和49年（1974年）県指定名勝天然記念物
に指定され、現在でもたくさんの実をつけます。

丹河地蔵の銀杏

南部峠は熊野古道の要地であり、峠を通る人々
はこの地蔵に祈りを捧げていました。骨折に霊
験があるとされ骨つぎ地蔵とも呼ばれます。

南部峠の地蔵像

今
な
お
残
る

み
な
べ
の
礎

海
に
浮
か
ぶ
神
秘
の
島
に
浜
辺
を
通
る
紀
伊
路
と
熊
野
九
十
九
王
子…

ま
ち
の
各
地
に
残
る
、数
々
の
歴
史
が

今
の
み
な
べ
を
支
え
る
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古代より神の島として崇めら
れた無人島。「みなべ」という
地名は、島が３つの鍋を伏せ
たように見える「三鍋」という
字が由来とされています。

鹿島

JR紀勢本線

岩代駅

国道42号

南部駅
熊野古道

千里王子

岩代王子 三鍋王子

　
み
な
べ
町
の
港
か
ら
ほ
ど
近
い
沖
合

に
浮
か
ぶ
島
・
鹿
島
。
こ
の
島
は
古
代

か
ら
人
々
に
神
が
棲
む
島
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
鹿
島
へ
の
信
仰
が
深
ま
っ
た
の
は
、
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
紀
州
藩
主
で
あ
っ

た
宝
永
４
年（
1
7
0
7
年
）。「
宝
永

の
大
地
震
」が
日
本
列
島
を
襲
い
、
大

津
波
が
沿
岸
の
村
々
に
甚
大
な
被
害
を

与
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
鹿
島
か
ら
巨

大
な
光
の
玉
が
現
れ
、
大
津
波
か
ら
み

な
べ
の
郷
を
守
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
翌
年
、
神
恩
感
謝
の
花
火

を
村
人
が
奉
納
し
、
現
在
も
鹿
島
神
社

奉
納
花
火
祭
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　
み
な
べ
の
海
に
静
か
に
佇
む
鹿
島
は
、

今
も
な
お
、
ま
ち
と
人
々
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

み
な
べ
を
守
り
続
け
る

神
が
棲
む
島
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歩み

受
け
継
が
れ
る

先
人
た
ち
の
伝
統

み
な
べ
町
に
受
け
継
が
れ
る
、数
々
の
伝
統
的
な
祭
り
。

こ
の
地
で
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

夏
の
夜
空
を
彩
り
、秋
に
は
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

　み
な
べ
町
で
開
催
さ
れ
る
祭
り
は
、

古
く
か
ら
地
域
の
先
人
た
ち
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的

に
も
重
要
な
伝
統
行
事
で
す
。

　祭
り
に
は
、
毎
年
多
く
の
町
民
が
参

加
し
て
お
り
、
先
人
た
ち
か
ら
大
切
に

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
が
、
現
在
も
み

な
べ
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

スポーツの日の前日に開催される両
神社の秋祭りでは、小学校６年生以
下の児童による子踊りをはじめとし
た様 な々踊りが奉納されます。

毎年10月第４日曜日に開催される祭
りで、天狗のような面を被った「オ
ニ」の奉納が見どころ。高城地区の
人 に々親しまれています。

競べ馬などが行われることから「馬祭り」と
しても知られています。平安から鎌倉時代
の形を残す貴重な祭りとして県指定無形
民俗文化財に指定されています。

毎年８月１日に開催される花火
まつり。宝永４年（1707年）の大
地震によって発生した津波か
ら、人 を々守った鹿島への神恩
感謝が起源と言われています。

毎年10月第３日曜日に開催される祭
りで、「埴田の神輿」や獅子舞、町無
形民俗文化財に指定されている「南
道の奴行列」、「芝崎のふとん太鼓」
などが祭礼に参加します。

県指定無形民俗文化財の「名之内
の獅子舞」が奉納される祭り。何度
か消滅の危機がありましたが、地域
の人 に々よって守られています。

鹿
島
神
社
奉
納
花
火
祭

須
賀
神
社
秋
祭
り

鹿
島
神
社
秋
祭
り

高
城
天
宝
神
社
秋
祭
り

東
岩
代
八
幡
神
社
秋
祭
り

西
岩
代
八
幡
神
社
秋
祭
り

古
く
か
ら
伝
わ
る

み
な
べ
の
伝
統

清
川
天
宝
神
社
秋
祭
り
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四
季
折
々
の

み
な
べ
の
か
た
ち

満
開
の
桜
や
真
っ
青
な
海
、

色
づ
く
銀
杏
に
可
憐
な
梅
の
花
。

海
・
山
・
川
に
恵
ま
れ
た
み
な
べ
は
、

四
季
折
々
の
美
し
い
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

１.沈む夕日に映し出される鹿島 ２.約500本の桜が咲く
島ノ瀬ダム ３.春を告げるメジロ ４.梅の天日干し ５.千
里で産まれた子ウミガメ ６.清楚に咲くアサマリンドウ 
７.梅を守るミツバチ ８.海を照らすいさり火 ９.山間を
流れる南部川 10.秋を感じる稲のなる掛け 11.梅の花
と特急くろしお 12.町内唯一の銀杏の木 13.力強い大
書き初め 14.色付く紅葉 15.職人による窯だし

みなべの
かたち

四季折々の

1
4

8

9

10

11

13

14

15

12 5

6

7

2

3

SPRING

SUMMER

AUTUMN

WINTER
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みなべの梅で健康に！
みなべ町では20年以上にわたって、梅の効能を科学的に研究
してきました。その結果、コラーゲンの分解を抑える物質や血糖
値の上昇などの働きを阻害する物質が含まれていることが判
明。梅には美や健康に関する効果があることが証明されました。

地域の梅農家・加工事業者と連携した、梅収穫を行
うワーケーション。参加者は非日常体験、梅農家は人
手不足解消を実現でき、毎年多くの方が参加します。

梅ワーケーション

みなべ町西岩代周辺では宿根かすみそうなどの関
西有数の産地であり、温暖な和歌山県では昔から
かすみそうの栽培が活発に行われています。

花き

世界に向けて梅に関する情報を
発信する拠点施設。梅の歴史や
特徴など学ぶことができ、梅干し
などのお土産も購入できます。

みなべうめ振興館

活
気
を
創
り
出
す

み
な
べ
の
産
業農 

業

南
高
梅
や
紀
州
備
長
炭
の
産
地
と
し
て
有
名
な
み
な
べ
町
。

豊
か
な
環
境
に
よ
っ
て
発
展
し
た
特
色
あ
る
産
業
が
、

ま
ち
の
活
気
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
土
壌
に
恵
ま

れ
た
み
な
べ
町
は
、
農
業
が
基
幹
産
業

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。
う
す
い
え

ん
ど
う
な
ど
の
豆
類
や
花
き
の
栽
培
、

そ
し
て
梅
の
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら

れ
、
収
穫
量
は
全
国
の
約
25
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　み
な
べ
町
で
は
、
農
業
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
商
品
開
発
や

み
な
べ
の
農
産
物
に
関
す
る
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活気

南高梅を使った加工品は梅干
しだけでなく、梅ジュースや
ジャム、ゼリーなどのお菓子ま
で幅広く人気があります。

梅加工品

みなべ町で収穫されるミニトマトは高糖度が特
長で、「赤糖房（あかとんぼ）」や「優糖星（ゆうと
うせい）」などの品種が栽培されています。

ミニトマト

みなべ町が収穫量日本一を誇る南高梅
は、大粒で肉厚、香りがよいのが特長。み
なべ町で誕生した最高品種の梅として、
全国にその名を馳せています。

南高梅

恵
み
あ
ふ
れ
る
環
境
で

育
ま
れ
る
農
産
物

和歌山県が日本一の産地であるうす
いえんどうは、梅づくりの閑散期に栽
培する農家も多く、梅に次いで栽培
が盛んな農作物です。

うすいえんどう
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広がる活用方法！
これからの備長炭
近年、備長炭を炭としての役割以外で活用する方法が注
目。備長炭を使った風鈴などのオブジェや衣類なども作ら
れています。他にも、脱臭剤や建材、食品添加物、繊維加
工の分野などあらゆる方面で商品開発が進んでいます。

紀州備長炭の歴史や文化、伝統的な製造技術を知るこ
とができる施設で、令和７年（2025年）９月にリニューア
ル。備長炭を使った珍しいグッズも販売しています。

紀州備長炭振興館

みなべ町では、育てる漁業として魚の放流・中間育成を
行っており、町内のこども園の子どもたちによって、夏に
はヒラメ、秋にはクエの稚魚を放流しています。

水産物の放流

活
気
を
創
り
出
す

み
な
べ
の
産
業

林 
業

　
森
林
が
町
の
７
割
を
占
め
る
み
な
べ

町
で
は
、
林
業
と
し
て
紀
州
備
長
炭
の

生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
紀
州
備
長
炭
の
起
源
は
平
安
時
代
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
製
炭
方
法
は

昭
和
49
年（
1
9
7
4
年
）に
県
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
。
現
在
ま
で
伝
統

産
業
と
し
て
受
け
継
が
れ
な
が
ら
も
、

備
長
炭
の
新
た
な
活
用
や
さ
ら
な
る
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
、
林
業
に
お
け
る
後
継

者
の
育
成
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

活気

船上に明かりを灯し、群がってくる魚を網で獲る
伝統的な漁法。初夏から秋にかけて、みなべ町の
海原には火を灯した船が見られます。

いさり火漁

受
け
継
が
れ
る
伝
統
産
業

漁 

業

　
紀
州
灘
に
面
し
て
い
る
み
な
べ
町
は
、

黒
潮
海
流
に
よ
っ
て
豊
か
な
漁
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
べ
の
漁
業
は
、い
さ
り
火
漁
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
漁
法
を
用
い
て
お

り
、
年
間
約
１
０
０
０
ト
ン
を
水
揚
げ

し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
育
て
る
漁

業
と
し
て
放
流
や
中
間
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
持
続
可
能
な
漁

業
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

紀
州
灘
の
黒
潮
に
よ
る

豊
か
な
漁
場

職人技が光る、伝統製法

みなべ町でつくられる備長炭は県内でも最高品質だと言
われています。それは、みなべ町の土壌とそこで育つ木の
良さ。そして、窯の作り方やタイミングなど私たち職人の技
術によって保たれているんです。当然、最高品質の備長炭
をつくることは難しく、毎回が勉強。
それが炭焼きの魅力でもあります。
紀州備長炭を使いたいと思ってもら
えるように、これからも勉強を続け
て良いものをつくる。そして、炭
焼きの技術をみなべで守って
いきたいです。

豊かな漁場を最大限に活かす

みなべ町の漁業は、旬や魚に合わせた漁法によって一年
を通して魚が獲れることが特徴です。堺漁港は、生産拠点
漁港と位置付けられており、多種多様な水産物の流通元。
周辺地域で有名なクエやウツボも実はみなべ町が最も多
く水揚げしています。これからも、みなべ町の漁業を続け
るために、資源管理として伊勢海老の放流やヒラメ・クエ
の中間育成放流事業を行っていま
す。また、漁業体験の受け入れや
魅力発信によって、担い手づくりに
も取り組んでいます。

みなべ町炭焼き職人
原 正昭さん

みなべ町で水揚げされる魚種は、いわ
し、あじ、伊勢海老など約800種類に及
び、一年を通じて様々な漁法が行われて
います。また、新鮮な魚を活かした水産加
工も盛んに行われています。

みなべ町の海の幸

みなべ町漁業振興協議会会長
平野 泰巳さん（右）

紀州日高漁業協同組合 副組合長理事
玉置 清さん（左）

みなべ町の木でもあるウバメガシなどを使った備長炭。
みなべ町で製炭されるものは、特に火持ちがよく火力も
強いことから最高傑作として世界で評価されています。

紀州備長炭
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みなべ町商工会
みなべ町商工会は、経営相談や
創業支援、補助金等、人材育成など、地元
の中小企業に対する支援や経済活動を通じ
た地域活性化に取り組んでいます。

江戸時代から地元の人々に親しまれてきた山あいの
天然温泉。源泉掛け流しの黄褐色の湯が特徴で、鉄
分を多く含み疲労回復に効果があります。

鶴の湯温泉

三方を海に囲まれた岬の高台にあり、全客室から太
平洋が望めます。地元食材を使った料理や絶景の露
天風呂、宿の周辺ではマリンスポーツが楽しめます。

国民宿舎 紀州路みなべ

熊野参詣へのメインルートである紀伊路を辿るウォー
キングツアー。地域のガイドとともに歩き、説明を聞き
ながら紀伊路の魅力を味わいます。

熊野古道紀伊路ウォーキング

和歌山県の自然や文化、伝統産業などを
学ぶ体験プログラム。みなべ町では、梅
ジュースづくりやダイビングなど地域特性
を活かした体験が揃っています。

ほんまもん体験

一目百万香り十里といわ
れる南部梅林は日本最大
級の広さを誇ります。2月
中旬ごろに梅の花が開き
見頃を迎えます。

南部梅林

自然や歴史、文化などをめぐるコースを案内するガイ
ド。地元ならではの素朴な温かさと現地でしか味わ
えないみなべの魅力を感じることができます。

みなべ観光ガイド

活気を創り出す
みなべの産業

観
光
業

商
工
業

　海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
み
な
べ
町
で
は
、
そ
れ
ら
の
環
境

を
活
用
し
た
観
光
業
が
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　梅
の
鑑
賞
や
海
遊
び
、
歴
史
巡
り
や

体
を
癒
す
温
泉…

。
み
な
べ
町
で
は
、

年
齢
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
春
夏
秋
冬

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で

は
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
体
験
や
ダ
イ

ビ
ン
グ
、
熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
参
加
・
体
験
型
の
観
光
も
展
開
し
て

お
り
、
楽
し
み
方
の
幅
が
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
み
な
べ
町

な
ら
で
は
の
観
光
が
、
ま
ち
の
活
気
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

活気

海
・
山
・
川
を
活
か
し
た

み
な
べ
の
観
光

　み
な
べ
町
の
商
工
業
は
梅
加
工
業
を

中
心
に
、
製
造
業
や
卸
・
小
売
業
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　み
な
べ
町
商
工
会
の
組
織
率
は
約

85
％
と
、
抜
群
の
団
結
力
で
地
域
経
済

の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、

産
業
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
。
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
・
店
舗
が
協
力
し
、
み

な
べ
の
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
を
支
え

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

あきんどカーニバル

UME-1フェスタ in 梅の里みなべ
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み
な
べ
の
子
育
て
は
行
政
や
町
民
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

旧南部幼稚園を活用した施設で、
充実した遊具やおもちゃ、中・高学
年も利用できる学習室がありま
す。また、保育士もいるため子育
てに関する相談も可能です。

子育て交流施設
「ゆめはぐ館」

町内に保育所型の公立こども園を２か所、幼保連
携型の私立こども園を１か所開設。多くの方が利
用できるように、エリアごとに開設されており、保
育環境の充実につながっています。

町内こども園

わたしの暮らしの

みなべ町では妊娠期から出産後、子育て期にかけて、子ども
の年齢や状況に合わせた一体的な支援や助成を実施して
おり、子育てがしやすい環境づくりに取り組んでいます。

　み
な
べ
町
の
子
育
て
は
、
充
実
し
た

支
援
が
魅
力
。
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、

子
育
て
の
相
談
を
し
た
り
で
き
る
子
育

て
支
援
施
設
や
こ
ど
も
園
な
ど
の
施
設

と
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ

て
切
れ
目
の
な
い
支
援
・
制
度
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　み
な
べ
町
で
は
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
全
体

で
子
育
て
を
支
え
て
い
ま
す
。

暮らし

充
実
の
制
度
・
施
設
で

子
育
て
を
支
え
る

ま
ち
で
支
え
る

子
ど
も
た
ち
の
成
長

みなべ町は、子育て支援施設が充実していると思います。私も「ゆめ
はぐ館」をよく利用していて、子どもも気に入っています。地域
の人も優しいですし、遊べるところも充実していて、子育て
しやすい環境だと思います。

花村 優里さん

令和4年
開園

妊婦同士の交流の場で、保育士や保健師
への相談や仲間づくりを支えています。

マタニティ＆ベビーサロン
母子保健推進員が子育て家庭に訪問し、
相談やアドバイスを行なっています。

赤ちゃん訪問
月に１回、保健師や看護師、保育士などが
身体計測や育児相談を受けています。

育児教室

町内で子育て中の方々の集いの場で、月
齢に応じたおもちゃを用意しています。

こひつじランド

・おひさま広場
・離乳食教室
・すこやか相談

・こんにちは赤ちゃん電話、訪問
・ブックスタート

・電話相談
・妊婦訪問

妊娠期 出産後 子育て期
中・高学年の利用も可能

上南部こども園

高城こども園

みなべ愛之園こども園

子育ての相談

か た ち

妊娠・出産のこと、育児の悩み、その他こどもに
関する相談を受け付けています。

こども家庭センター
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子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
。

み
な
べ
町
で
は
、ま
ち
づ
く
り
を
担
う
町
民
の

心
と
体
の
健
全
な
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

人工芝の多目的グラウンドやテニ
スコートが整備された施設で、フッ
トサルやテニスなどを楽しむこと
ができます。

西本庄スポーツ広場

児童書や雑誌、梅やウミガメに関する地域資
料まで揃い、全国の図書館でも珍しいアン
ティークオルゴールが設置されています。

町立図書館「ゆめよみ館」

大会議室や調理実習室、ステージ
がある視聴覚室など充実した設
備がある施設で、町民活動などが
実施されています。

中央公民館

住民主体でスポーツに取り組んで
おり、現在は12プログラムが活
動。スポーツを通じた地域のつな
がりづくりなどをめざしています。

梅の里スポーツクラブ

海を臨み、美しい芝生を利用した球場。平成27
年（2015年）に開催した、紀の国わかやま国体
における軟式野球の会場にもなりました。

千里ヶ丘球場

町内に５つの小学校と２つの中学校があり、
ICT教育やみなべ町の歴史や伝統を学ぶ
地域学習などを実施しています。

町内の小・中学校

毎年11月に開催されるスポーツイベント。フットサルや野
球などが開催され、数多くの町民が参加しています。

町民スポーツ大会

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
の
た
め

に
は
、
学
習
に
取
り
組
み
や
す
い
教
育

環
境
が
大
切
で
す
。

　
み
な
べ
町
内
に
は
小
・
中
学
校
が
計

７
校
あ
り
、
I
C
T
や
み
な
べ
を
学
ぶ

地
域
学
習
な
ど
様
々
な
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
や
公
民

館
な
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

す
べ
て
の
町
民
が
学
習
に
取
り
組
め
る

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

暮らしの
び
の
び
と

学
習
に
取
り
組
め
る
環
境

　
み
な
べ
町
で
は
、
多
く
の
町
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
様
々
な
競
技
に
対
応
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
多
く
の
町
民
が
参
加

す
る
団
体
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
充
実
し

て
お
り
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
や
す
い
環
境
に

よ
っ
て
、
多
く
の
町
民
が
気
軽
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

気
軽
で
日
常
的
に

親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

心
も
体
も
健
全
に

育
つ
ま
ち

みなべ町では地域体験学習を行っていて、梅学習や
ミツバチの巣箱づくりなどに取り組んでいます。また、
学校の規模が比較的小さいことを活かして、子
ども一人ひとりに寄り添ったきめ細やかな
学習指導を行っています。

教育学習課  生駒 明広さん

南部小学校

ヨガ

ソフトテニス

サッカー
ティーバッティング

上南部中学校

わたしの暮らしの か た ち
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　い
き
い
き
と
長
く
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

環
境
が
重
要
で
す
。

　み
な
べ
町
で
は
、
全
世
代
の
町
民
が

健
康
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
健
康
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

や
高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
場

を
提
供
し
、
町
民
の
健
康
な
暮
ら
し
を

支
え
て
い
ま
す
。

暮らし

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

長
く
健
康
に
過
ご
す

　み
な
べ
町
で
は
、
誰
も
が
い
き
い
き

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
暮
ら
し
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

す
べ
て
の
町
民
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る

よ
う
に
、
様
々
な
相
談
、
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
全
体
で
互
い
に
支
え

あ
う
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
創
り
出
す

私は特定健診やがん検診の声かけ、健康教室のお手
伝いなどをしています。町民の方々は、梅農家が多く
長く働いているので、元気でいきいきしていま
す。これからも元気を保つために、健康に
関する話をもっと伝えていきたいです。

健康推進員  細川 教代さん

みなべ町では、町民のみなさんと協力して福祉のまち
づくりを進めています。ボランティアの推進や生活課
題の相談、福祉活動や町民交流の支援などに
取り組んでいます。これからも、ともに助け
合いができるまちをめざしていきます。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
高
齢
者
ま
で
人
に
寄
り
添
う
み
な
べ
町
で
は
、

ま
ち
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
町
民
が

健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が

い
き
い
き
と
暮
ら
す

健康についての講習を受
け、町民に対してミニドッ
ク健診など、健康促進に
関する啓発活動を行って
います。

健康推進員

地域の保健・医療・福祉と綿密
な連携を図り、利用者の心身の
特性を踏まえた総合的なサー
ビスの提供を行っています。

ふれ愛センター

高齢者の介護予防や成人のメタ
ボ予防を目的とした体操プログ
ラム。自宅でも取り組めるように、
DVDも配布しています。

みなべふれあい体操

認知症予防の一環の脳ト
レとして実施しており、多く
の高齢者が楽しみながら
取り組んでいます。

健康マージャン

介護や福祉、医療などの相談に応じる高齢者の総合
相談窓口。保健師や社会福祉士・主任介護支援専門
員など専門スタッフが相談・支援を行っています。

地域包括支援センター

介護が必要な人に安心して暮らしても
らうために、利用者に合わせた相談や
支援サービスを提供しています。

はあと館

1人での外出や移動などの生活が困難な高齢者に対して、移送
用車両による送迎やコミバスなどで利用できる助成券の発行、
お弁当の配達などの各種支援を行なっています。

高齢者支援
配食サービス外出支援サービス

みんなで
楽しく

介護予防！

わたしの暮らしの か た ち

わたしの暮らしの か た ち

29 28



大地震に備えて
ハザードマップを作成！
近い将来に発生が予想される南海トラフ巨大地
震に備えたハザードマップを作成。もしもに備え
て、避難場所などを確認しておくことが重要です。

町民有志によって構成された組織で、平常時は設備
点検や放水訓練、災害時には消火や救助活動、避難
誘導など町民を守るため第一線で活躍しています。

みなべ町消防団

巨大地震を想定し、姿勢を低く頭を守
り、動かないシェイクアウト訓練や高台
への避難訓練などを実施しています。

防災訓練

南海トラフ巨大地震発生時
の津波避難のために建設さ
れ、非常時の備蓄倉庫として
の機能も有しています。

津波避難センター

９人乗り２車両で運行するコミバスは、買い物や
通院など、気軽に利用することができます。平野
部と山間部の２ルートを運行しています。

みなべコミバス

　災
害
へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
る

近
年
で
は
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　み
な
べ
町
で
は
、
災
害
に
備
え
て
避

難
施
設
や
防
災
備
蓄
倉
庫
な
ど
を
整

備
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
の
防
災
訓
練
や

防
災
学
習
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　設
備
や
体
制
に
よ
っ
て
町
民
の
安

心
・
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

暮らし

安
心
・
安
全
を
実
現
す
る

み
な
べ
の
防
災

　み
な
べ
町
で
は
、
便
利
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
交
通
網
や
公
共
交
通

の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　町
内
に
は
J
R
紀
勢
本
線
や
阪
和
自

動
車
道
が
通
り
、
町
外
へ
の
交
通
利
便

性
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
間
部

の
あ
る
み
な
べ
町
で
の
移
動
を
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
誰
で
も
利
用
可
能
な

コ
ミ
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
。

　充
実
し
た
交
通
に
よ
っ
て
町
民
の
便

利
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

交
通
網
の
整
備
で

暮
ら
し
を
便
利
に

みなべ町消防団では、分団ごとに火災訓練や町民へ
の啓発活動などに取り組んでいます。町内の設備とし
て、消防車やポンプを備えた車庫が地域ごとに
20か所以上あります。町民の方には、自主
防災の意識を持っていただきたいです。

みなべ町消防団副団長  　野 庄寿さん

山
と
海
に
囲
ま
れ
、自
然
災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
か
ら
こ
そ
、

も
し
も
に
備
え
た
施
設
や
準
備
に
よ
っ
て
、

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
環
境
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な

み
な
べ
の
暮
ら
し

防災備蓄倉庫

みなべ町南道の高台に防災拠点を
整備。こども園や防災備蓄倉庫が建
てられており、一時避難場所や福祉
避難所としても活用されます。

防災拠点

わたしの暮らしの か た ち
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暮らし

雄大な山 と々谷間を流れる清流、
人々の生活に調和する棚田や梅林、そして一面に広がる海。
みなべの暮らしは、日本の原風景そのものです。

みなべの
暮らしマップ

ACCESS

みなべ町の中心部に位置しており、町民への
行政サービスの提供はもちろんのこと、防災拠
点としての役割も担っています。

みなべ町役場

約7,500㎡の広大な公園で、充実し
た遊具やきれいな芝生が魅力。ピク
ニックや海岸散策も楽しめます。

小目津公園

大阪から和歌山までを走る阪和自動車道のIC
で、終点である南紀田辺ICの一つ手前。町外
や大阪へのアクセスを向上させています。

みなべIC

岩代王子
岩代の浜

有間皇子結び松
記念碑
有間皇子結び松
記念碑

千里王子
千里ヶ丘球場

千里の浜

南部峠の地蔵像

小目津公園

三鍋王子三鍋王子

津波避難センター津波避難センター

鹿島神社鹿島神社

はあと館はあと館
丹河地蔵の銀杏丹河地蔵の銀杏

町立図書館「ゆめよみ館」
子育て交流施設「ゆめはぐ館」
町立図書館「ゆめよみ館」

子育て交流施設「ゆめはぐ館」

南部漁港

国民宿舎
紀州路みなべ

堺漁港

みなべうめ振興館みなべうめ振興館

須賀神社須賀神社

西本庄スポーツ広場西本庄スポーツ広場

鶴の湯温泉鶴の湯温泉

高城天宝神社

清川天宝神社

島ノ瀬ダム

みなべ町立
高城診療所

高城こども園

紀州備長炭
振興館
紀州備長炭
振興館

南部梅林南部梅林

みなべ町
役場
みなべ町
役場

みなべ
愛之園こども園
みなべ
愛之園こども園

みなべ町
防災備蓄倉庫
みなべ町
防災備蓄倉庫

生涯学習センター生涯学習センター

地域包括支援センター
ふれ愛センター
地域包括支援センター
ふれ愛センター

上南部こども園上南部こども園

みなべICみなべIC
岩代駅

南部駅

424

424

42

阪和自動車道阪和自動車道

JR紀勢本線JR紀勢本線
大
阪

電
車

自
動
車

天
王
寺

新
大
阪

京
都

南
部
駅

大
阪

松
原
JCTみ

な
べ

JCT
京
都

松
原

JCT

吹
田

JR大阪環状線JR大阪環状線

約20分約20分

特急くろしお特急くろしお

約２時間約２時間

JR東海道山陽本線JR東海道山陽本線

約20分約20分

近畿自動車道近畿自動車道

約20分約20分

名神高速道路名神高速道路

約20分約20分

近畿自動車道近畿自動車道

約20分約20分

阪和自動車道阪和自動車道

約1時間30分約1時間30分

阪和自動車道阪和自動車道

約1時間30分約1時間30分

特急くろしお特急くろしお

約２時間20分約２時間20分

IC

みなべ町広野に開設されている診療所
で、内科、外科、小児科に対応。山間部で
ある高城地域の医療を支えています。

みなべ町立高城診療所

新大阪新大阪

本宮本宮

熊野熊野

新宮新宮

串本串本

白浜白浜
南紀白浜空港南紀白浜空港

関西国際空港関西国際空港

橋本橋本

王子王子 奈良奈良

紀伊田辺紀伊田辺

御坊御坊

JR紀勢本線JR紀勢本線 阪和自動車道阪和自動車道

名神高速道路名神高速道路

近畿自動車道近畿自動車道

和歌山和歌山

高野山高野山

大阪大阪

天王寺天王寺

神戸神戸 京都京都
吹田JCT吹田JCT

西宮IC西宮IC

天理IC天理IC

和歌山IC和歌山IC

御坊IC御坊IC

南紀田辺IC南紀田辺IC

南紀白浜IC南紀白浜IC

すさみ南ICすさみ南IC

門真JCT門真JCT
草津JCT草津JCT

松原JCT松原JCT

泉佐野JCT泉佐野JCT

みなべICみなべIC 南部駅南部駅 168
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未来

　町
内
の
小
・
中
学
校
を
対
象
に
、
未

来
の
み
な
べ
町
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
意
見
は
合
計

4
0
0
件
以
上
。
自
然
や
ま
ち
な
み
、

人
と
の
関
わ
り
な
ど
、
様
々
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
意
見
は
、
み
な
べ
町
の
未

来
を
考
え
る
重
要
な
視
点
で
す
。

未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
思
い

み
な
べ
町
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
ま
ち
の
姿
を
受
け
継
ぎ
、

こ
れ
か
ら
の
み
な
べ
を
担
う
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
思
い
描
く
の
は
ど
ん
な
未
来
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
が

思
い
描
く

み
な
べ
の
か
た
ち
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未来

　
み
な
べ
町
で
は
未
来
に
向
け
て「
み
な

べ
町
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
海
、
山
、
川
な
ど
の
自
然
資
源
が
あ

る
み
な
べ
町
は
、
そ
れ
ら
の
特
性
を
活

か
し
た
産
業
や
人
の
交
流
が
あ
る
ま
ち

で
す
。
そ
の
特
徴
を
守
り
つ
つ
、
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
、
め
ざ
す
将
来
像
に

「
海
・
山
・
川
の
恵
み
の
中
で
人
が
輝
く

快
適
な
ま
ち
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。
将

来
像
実
現
の
た
め
に
５
つ
の
目
標
を
定

め
て
、
未
来
の
み
な
べ
の
か
た
ち
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

み
な
べ
町
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
よ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
み
な
べ
町
が
目
指
す
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

未
来
に
見
据
え
る

み
な
べ
の
か
た
ち

みなべ町の課題

緑豊かで快適なまち1

豊かな自然を持つみなべ町
は、農林水産業が重要な産
業。梅を中心とした農林水産
業と観光業を連携させた、総
合的な産業振興が重要です。

産業振興

人々の防災・防犯意識は高
まっており、安心して暮らせる
環境が求められています。災
害や防犯対策などを重視した
まちづくりが必要です。

安心・安全の
まちづくり

町民同士がふれあえる場づく
りを積極的に行うことによっ
て、地域のコミュニティ活動な
どで町民同士での交流を深め
ていくことが重要です。

町民交流の推進

2 0 6 0年には町の人口が
5,715人になると推定されて
おり、労働力不足や少子化に
よる教育環境の変化などが懸
念されています。

少子高齢化
人口減少

みなべ町にとって、未来を担う
子どもたちを育てることが非常
に重要です。町内外で活躍で
きる子どもたちや後継者の育
成が求められています。

次世代の育成

豊富な自然を守ってい
くために、自然環境の
保全をはじめ、自然と
共生した快適な住宅
環境の構築などに取り
組みます。

基本
目標

基本
目標

基本
目標

基本
目標

基本
目標

永く住みたい魅力あるまち2
切れ目のない子育て
支援や充実した教育
環境、高齢者サービス
の充実など、すべての
人が暮らしやすいまち
をめざします。

町民参画と官民協働のまち4
町民が参加しやすい
行政づくりに取り組
み、行政主導ではな
く、町民とともに築き上
げていくまちづくりを
進めていきます。

うめ世界一の元気なまち5
世界農業遺産の「みな
べ・田辺の梅システ
ム」や全国的なブラン
ド力を活用し、梅を軸
とした産業・観光の振
興に取り組みます。 便利・安心・安全なまち3

交通整備や防災・防
犯対策によって、すべ
ての人が自由に生活
できる、便利で安心で
きる安全なまちづくり
に取り組みます。

う み・やま・かわの自然と
ともに生きる

め ばえた時から高齢者まで
人を大切にする

の ぞみに沿った
暮らしの環境を整える

ま ちはみんなで
元気にする

ち から強い
生業を育てる
なりわい
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上空から
みなべ町を
見てみよう

空
か
ら
み
な
べ
を
眺
め
る
と
、

た
く
さ
ん
の
魅
力
が
見
え
て
き
ま
す
。

海
や
山
な
ど
の
自
然
と
歴
史
に
囲
ま
れ
、

活
気
あ
る
産
業
と
人
々
に
よ
っ
て
潤
う
暮
ら
し…

あ
ち
こ
ち
に
あ
ふ
れ
る

様
々
な
魅
力
が
つ
な
が
り
あ
っ
て

「
み
な
べ
」と
い
う
ひ
と
つ
の
ま
ち
が
、

形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
か
ら
眺
め
る

み
な
べ
の
か
た
ち

みなべ町が日本一の生産量と
品質を誇っており、２月から３月
にかけて紅白の可憐な花を一
面に咲かせます。

町の花  梅

緻密で硬く、丈夫な性質を持
つカシ科の常緑高木。紀州備
長炭の原木として大切に育て
られています。

町の木  ウバメガシ

体長15cmほどのウグイス科
の鳥で、「春を告げる鳥」とも
言われており、町内の里山に
も生息しています。

町の鳥  うぐいす

日本沿岸に広く生息しており、
町で最も水揚げが多く、夏の
風物詩でもあるいさり火漁で
も獲られています。

町の魚  いわし
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